
【森づくりイベント「水源の森づくり2016」】
月山ダム上流の森からどんぐりやブナの稚樹を
採取して、未来の森のために大切に育てます。
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　国内初で唯一のユネスコ食文化創造都市・鶴
岡。一昨年12月の認定以降、昨年のミラノ国
際博覧会への出展や世界の食文化創造都市、教
育機関等との交流などで世界的な知名度を高め
ています。本市ではこの状況を追い風に、農林

水産業や関連産業の振興など地域活性化につな
げようと世界から観光客を招くインバウンド観
光に取り組んでいます。今回の特集では、本市
が食文化をテーマに展開している鶴岡型インバ
ウンド観光の概要を紹介します。

ユネスコ認定をインバウンド
観光の追い風に

【特集】ユネスコ食文化創造都市の更なる展開

■問合せ　食文化創造都市、食と農の景勝地…本所食文化推進室☎25‐2111内線519
　　　　　インバウンド観光…本所観光物産課☎内線548
　　　　　日本遺産…社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐2111内線348
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世界に通じた鶴岡菓子職人の技術と誇り

　全国的に菓子づくりは経済性と効率性から
機械に任せることが多いのですが、鶴岡では
１つ１つを職人の手で作ろうとする気風が残
っています。職人の技術が代々受け継がれる
ことで洗練され、菓子の魅力も一層引き立つ
のでしょう。大量生産はできませんが、その
分職人の誇りとこだわりが菓子に込められて
います。その鶴岡の菓子づくりを、外国の方々
が高く評価してくれたことは本当にうれしい
ですね。これを機会に職人一同、菓子づくり
の技術を更に磨いていきます。

鶴岡菓子協同組合
理事長 梅木欣一 氏

羽黒町観光協会
会長 星野博 氏

次は鶴岡が外国から観光客を招く番です

　国際交流企画展のスタートは羽黒山伏のほ
ら貝がユネスコ本部内に響き渡り、参加者の
注目を集めました。期間中、様々な国籍の人
が鶴岡の展示を見てくれましたが、精進料理
の意味、山伏や修行の背景などを話すと、興
味を持って聞いてくれました。インバウンド
観光を進めるには、外国人にとって分かりや
すい・利用しやすいサービスが不可欠です。
海から山まで恵まれている多様な観光資源を
生かすためには、移動手段のない外国人が周
遊できる交通サービスも必要だと思います。

じｓ

①ユネスコ創造都市国際交流企画展

　国内の各創造都市等とともにパリのユ
ネスコ本部１階で日本の文化を発信する
企画展に参加しました。
【テーマ】
　日本へのクリエイティブな旅
【期間】
　10月17日～21日（５日間）
【来場者数】
　約3,300人
【ＰＲ内容】
　①鶴岡食文化と観光の紹介
　②羽黒山伏による出羽三山の精神文化
　　と精進料理紹介
　③菓子職人による和菓子づくり実演
　④ひな菓子、だだちゃ豆等の提供

②インバウンド観光レセプション

　パリの旅行会社を対象に、本市の観光
ポイントや日本酒、精進料理等を紹介す
るレセプション（招待会）を行いました。
【期日】
　10月19日
【ＰＲ内容】
　①観光プレゼンテーション
　②訪日経験者による鶴岡の魅力紹介
　③精進料理、和菓子、地酒等の提供

フランス・パリで行った鶴岡型
インバウンド観光ＰＲ

②インバウンド観光レセプション

①ユネスコ創造都市国際交流企画展

ユネスコと連携。フランス・パリで
鶴岡食文化や観光資源をＰＲ

鶴岡型インバウンド
観光への布石
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鶴岡型インバウンド観光への布石

▼

　日本遺産とは、地域内に点在する遺産に
ついてその歴史的経緯や伝承、風習などを
踏まえ面的につなげ、我が国の文化・伝統
を語る上で重要なストーリーとして、文化
庁が認定したものです。
　山形県が申請した本市・西川町・庄内町
を舞台とするストーリー「自然と信仰が息
づく『生まれかわりの旅』～樹齢300年を
超える杉並木に包まれた2,446段の石段か
ら始まる出羽三山」が、４月25日に日本遺

産に認定されました。
　本市では出羽三山の日本遺産認定を機に、
認定された文化財、自然、建築物、行事、食、
温泉などを巡る滞在型の観光をＰＲし外国
人の誘客を進めます。また、県と関係自治
体、観光関係者で設立した出羽三山「生ま
れかわりの旅」推進協議会をはじめ、東北
地方の各観光地や新潟市等羽越本線沿線自
治体と連携し、観光振興に取り組んでいき
ます。

「出羽三山～生まれかわりの旅～」が
日本遺産に認定

鶴岡型インバウンド
観光への追い風

▲▲▲

出羽三山地域をテーマとした観光振興や地域活性化

自然と信仰が息づく「生まれかわりの旅」
出羽三山「生まれかわりの旅」
推進協議会の取り組み

①英語、中国語、韓国語に対応
　したポータルサイトの開設
②多言語化したマップやパンフ
　レットの作成
③案内ガイドの養成
④日本遺産シンポジウムin山形
　の開催

①②③

出羽三山を訪れる外国人観光客は増えていますか？
　はい。私が研修した２年間で、着実に増え
ていると感じています。きっと平成23年に
パリとブタペストで出羽三山や精進料理をＰ
Ｒしたことがきっかけだと思います。
何を目的に訪れているのでしょうか？
　月山や羽黒山への登山者が多いですが、食
文化を学びに来る方も増えました。精進料理
の歴史や食材に興味を持っているようです。

どの国が多いですか？
　ヨーロッパが多いです。「日本に行ったら
出羽三山に行ったほうがいいよ」と口コミで
広がっているようです。ガイドブックや雑誌
で紹介された記事も後押ししてくれています。
今後、外国人観光客は増えると思いますか？
　はい。鶴岡や出羽三山は自然を大切にして
いて環境がきれいです。歴史や食文化などの
魅力は世界でもトップクラスだと思います。

鶴岡市観光連盟国際観光推進員
ラースロー・ジャネット 氏
ハンガリー出身

平成27年から2年間、夏の時期に出羽三山神社で研修したジャネットさんに聞きました



5 広報つるおか　2016 . 12

　農林水産省が今年度創設した「食と
農の景勝地」は、特徴ある地域の食と
それを生み出す農林水産業を核として、
外国人などを誘致する特に優れた取り
組みを認定する仕組みです。
　全国で44地域が申請し、本市を含
む５地域が11月１日に初認定（第一
弾認定）されました。
　農林水産省と内閣官房、総務省、文
化庁、経済産業省、観光庁、日本政府
観光局が協力して、「食と農の景勝地」
を海外イベントや文化事業などで強力
に情報発信し、認定された地域への観
光需要につなげます。

■「食と農の景勝地」取り組み概要
●主体　鶴岡食文化創造都市推進協議
　　　　会
●期間　平成28年～32年の５年間

　誘客ターゲット
　日本の歴史や文化に対する関心が高
く知的探究心が旺盛な、フランス、イ
タリア、ドイツ、アメリカ、オースト
ラリアの５か国

◎平成32年インバウンド10倍計画
　宿泊者数4,000人から４万人へ
　（５か国を含む全世界からの人数）

　誘客に向けた取り組み
◎食文化の体験の場を提供する
　豊かな農林水産物や風土を体験する

「鶴岡ツーリズム」と「食と風土の祭典」
を開催し、国内外からの誘客を図る
◎食文化の学びの場を提供する
　ユネスコ食文化創造都市ネットワー
クや国内外の食の研究機関と連携し、
定期的に外国人が本市を訪れる機会を
設ける

　外国人観光客等へ勧める５泊６日程
　度の長期滞在型ルート
①羽黒山伏が伝える「精進料理の世界」
　と「生まれかわりの旅」
②城下町の風土と食と農の原風景を体 
　感する旅

●５年後の将来像
①食文化体験プログラムが多く生まれ、
　市民が食文化を学び継承し、外国人

　や地域の子供に伝えています。
②市民が大地の学芸員となって活躍し、
　海外から多くの人が訪れ、農林水産
　業、食産業、観光業等の振興が図ら
　れます。

■当面の取り組み…国際 "食のカンフ
ァレンス"in鶴岡「～世界と食文化で
つながろう～世界からみた鶴岡」
■日12月９日○金 ・10日○土
■場公益大大学院等
■内　９日午後５時…①在来作物、発酵
など世界が注目する鶴岡食文化（アン
ドレア・ピエローニ教授〈イタリア食
科学大学〉）　②フードデザインの視点
で考える新たな食のイノベーション

（ペドロ・ライシグ教授〈ミラノ工科
大学〉）　③大黒様のお歳夜を考える
　10日午後３時30分…①鶴岡の食文
化と世界のワイルドガストロノミー
②鶴岡のハムとイタリアパルマハム
③イタリアの学校給食を食べて学ぶ等
■申本所食文化推進室☎内線527
■他定員等の詳細は市HPをご確認くだ
さい
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④⑤⑥⑦

「食と農の景勝地」を活用した鶴岡の未来への展開方向

ユネスコ食文化創造都市で体感する食と風土

。

▼

▼
▼

▼
▼
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れ
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光
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。
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れ
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が
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新たな地域づくりにつながる拠点

新羽黒庁舎が完成
●問合せ　羽黒庁舎総務企画課、図書館羽黒分館☎62‐2111
　　　　　消防本部総務課☎22‐8330

特集

旧庁舎解体後の新庁舎の外観（来年夏頃）１階窓口
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の
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過
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築
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。
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、

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
新
羽
黒
庁

舎
の
改
築
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

一
期
目
の
解
体
工
事
で
羽
黒
公

民
館
と
旧
庁
舎
の
一
部
を
解
体
。

そ
の
後
、
新
庁
舎
棟
、
消
防
署
羽

黒
分
署
棟
、
図
書
館
羽
黒
分
館
棟

の
建
設
が
始
ま
り
、
今
年
十
一
月

九
日
に
し
ゅ
ん
工
し
ま
し
た
。
今

後
二
期
目
の
解
体
工
事
が
始
ま
り
、

来
年
夏
頃
に
終
了
す
る
予
定
で
す
。

新
羽
黒
庁
舎
の
特
徴

　

新
庁
舎
は
羽
黒
地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
施
設
と
な
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
、
羽
黒
地
域
産
杉
材
が
多
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
出

羽
三
山
神
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
由

緒
あ
る
三
本
の
杉
は
、
新
庁
舎
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
民
ホ
ー
ル
等
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新庁舎内覧会を開催します
　誰でも参加できます。駐車場は出羽商
工会羽黒支所の駐車場をご利用ください。
■日12月18日○日午前10時、午後１時30分
■問羽黒庁舎総務企画課

【新庁舎の概要】
■住所…羽黒町荒川字前田元89
■敷地面積…7,399.13㎡
■延べ床面積…2,225.34㎡
■総事業費…約11億4,400万円
■構造と階数…庁舎棟（木造２階）、図
　書館棟（木造平屋）、消防署羽黒分署
　棟（ＲＣ造２階）
【各棟の概要】
■庁舎棟
　□１階…総合案内、市民福祉課、産
　　業課、観光商工室（いでは文化記
　　念館から移転）、地域包括支援セ
　　ンター、羽黒福祉センター

　□２階…支所長室、総務企画課、東
　　部建設事務室、会議室、応接室
※閉庁後の書類受付は午後９時まで。
■図書館分館（保健センター活用）棟
　□開館時間…月曜～金曜日：午前９
　　時～午後６時　土曜・日曜日、祝
　　日：午前９時～午後５時
　□開架・閲覧…一般図書、児童図書、
　　地域・行政資料、視聴覚資料
　□蔵書計画…１万4,000冊
■消防署羽黒分署棟
　□体制…14人２交代制
　□車両…普通ポンプ車１台、救急車
　　１台

羽黒庁舎の基本理念

①住民と行政とのコミュニケーションを推進するとともに、賑
にぎ

わいを創出する拠点
②住民サービスや福祉の向上、地域の活性化、特に観光の振興等を推進する拠点
③地震や風水害等の自然災害や火災時における地域防災の拠点

新庁舎での業務について
◎新庁舎・図書館羽黒分館は来年１月10日（火）に始めます。
◎消防署羽黒分署は12月２日（金）に始めます。【 】

旧庁舎の解体工事等が始まるため、
周辺の駐車場が利用できません。消
防署羽黒分署側の出入口及び駐車場
をご利用ください。

ご注意ください！！
解体工事中は駐車場の一部
が利用できません。

新羽黒庁舎平面図
図書館羽黒分館棟 羽黒庁舎棟 消防署羽黒分署棟

１階

２階

書架

市民
ホール閲覧コーナー

待合エリア

窓口部門

業務部門 会議室

防災無線室

車庫事務室

絵本コーナー

応接室

▲ ▲

▼

待合エリア

新庁舎のシンボルの木

支所長室
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

年末年始の業務について
市役所

この冬の除雪計画
■問本所除雪対策本部☎内線690または各地域庁舎除雪対策本部へ

　道路には、市道、県道、国道の３種類が
あります。このうち市では、市道部分を除
雪しています。
　この冬は、市道延長1,515.7㎞のうち、
1,133㎞を除雪します。これは、前年に
比べて3.2㎞の増で、全体の約74.8％です。
歩道は、歩道延長161.6㎞のうち、約63.5
％の102.6㎞を除雪します。
　除雪は国道・県道に接続する主要幹線市
道から順に、早朝から始め、できるだけ早
い時間に完了するよう努めます。

市役所（本所・各地域庁舎）・荘内病院・上下水道部の一般業務は、一部の業務を除き、

12月29日○木～来年１月３日○火は休業します
コミュニティセンター・公民館等については、地域によって一部異なります。詳しくは、
各施設にお問い合わせください。
休日夜間診療所・休日歯科診療所、ごみ収集の業務については、次のとおりです。

■所在地

　総合保健福祉センター（にこ
　♥ふる）【市内泉町５‐30】

■診療日

　12月31日○土 ～来年１月 3 日○火
　（12月29日○木 ・30日○金 の夜間診療〈午後７時～９時
　30分〉は通常通り行います）

■受付時間

　□休日夜間診療所☎23‐5678
　　午前９時～11時30分………内科、小児科（小児科医）
　　午後１時30分～４時30分…内科、小児科、外科
　　午後６時～８時30分………内科、小児科
　□休日歯科診療所☎23‐0372
　　午前９時～正午、午後１時～３時

年末年始の急な病気、歯痛は
休日夜間診療所・休日歯科診療所

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

■ごみ収集カレンダーで収集日をよく確認
　して出してください
　ごみは、市指定袋に入れ、各地域で定められ
た時間までにルールを守って出してください。
会社・商店等の事業系ごみ・産業廃棄物は、ご
みステーションには出せません。
　また、ごみステーションの除雪にご協力をお
願いします。

■ごみの持込み　12月28日○水 まで

　□クリーンセンター【市内宝田】
　　午後４時45分まで
　□リサイクルプラザ【市内水沢】
　　午後４時30分まで

ルールを守り、ごみの出し忘れにご注意を
年末年始のごみ収集

■問廃棄物対策課☎内線677または
各地域庁舎市民福祉課へ

除　雪

■除雪の基準
　道路に10㎝以上の積雪がある場合、または午前７時ま
で10㎝以上の積雪が予想される場合を基本としますが、
道路・降雪状況によっても出動します。

■道路除雪以外の対策も行います
　地吹雪対策として防雪柵を約22.5㎞にわたり設置しま
す。また、凍結が予想される幹線道路の登り坂や橋及び主
要交差点等193か所で、延長24.2㎞に凍結防止剤を散布し
ます。
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除雪対策本部からのお願い　快適雪国生活10か条
除　雪

　もうすぐ雪の季節が到来します。こんなときこそ、
お互いの「心の温かさ」が必要ですね。
　次の10か条を守り、みんなで助け合って、冬を
快適に乗り越えましょう。

■特に
　除雪の妨げになる路上駐車は絶対にしないでくだ
さい。また、除雪車通過後の雪は側溝や水路に捨て、
消雪道路であっても雪を道路に出さないようにお願
いします。雪捨てのために側溝の蓋を開けた場合は、
危険ですので、作業後は必ず蓋を閉めてください。
命綱をつける等身の安全を確保した上で、屋根の雪
は早目に下ろしましょう。

①除雪車にあったら道を譲
　りましょう

②道路にはみ出した枝や植
　木、看板等は撤去しまし
　ょう

③除雪の妨げになる路上駐
　車は絶対にやめましょう

④危険！作業中は除雪車に
　近寄らないようにしまし
　ょう

⑤雪捨てで側溝の蓋を外し
　たら、作業後は必ず元ど
　おりに閉めましょう

⑥消火栓、ごみステーショ
　ンの前の除雪は町内で協
　力して行いましょう

⑦除雪車通過後の雪の片付
　けはお互いに協力して行
　いましょう

⑧道路への雪の排出はやめ
　ましょう（消雪道路も）

⑨高齢者世帯・母子世帯等、
　除雪に困っている方には
　近所で協力しましょう

⑩屋根の雪や、通学路・道
　路に面したつららは早目
　にとりましょう

■ご協力をお願いします
　除雪は雪を道路の両側に積み上げる作業となるこ
とから、玄関や車庫の前に雪を置くことになります。
このため、「出入口を塞がれた」等の苦情が寄せら
れることがありますが、市では通勤・通学や緊急車
両の走行のために除雪を行っています。
　できるだけ効率的に作業するよう努めますので、
除雪された雪の後片付けは各家庭で行っていただく
よう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

■もしも地吹雪で動けなくなったときは
　車を置いて避難するときは、除雪や救助の妨げに
ならないように、連絡先を書いたメモ等を車内に置
き、車の鍵は付けたままにしておきましょう。

■雪捨て場はこちらです
▼鶴岡地域
　三川橋上流右岸

▼藤島地域
　藤浪橋上流左岸

■問合せ
　市道の除雪については、その市道を管轄している
本所または各地域庁舎除雪対策本部へ。
　□本　　所　☎25‐2111内線690
　□藤島庁舎　☎64‐2111
　□羽黒庁舎　☎62‐2111
　□櫛引庁舎　☎57‐2110
　□朝日庁舎　☎53‐2111内線349
　□温海庁舎　☎43‐2111内線436
※国道は、鶴岡国道維持出張所☎22‐4739または
　月山国道維持出張所☎57‐5011へ。
※県道は、庄内総合支庁道路計画課☎66‐2111へ。
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健康／インフルエンザ対策

　

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線373または各地域庁舎市民福祉課へ

　インフルエンザは空気が乾燥する冬に流行し、突然
の高熱、頭痛、悪寒、関節痛などの全身症状のほか、
普通の風邪と同様に鼻水や喉の痛みなどの症状が出る
こともあります。小さな子供は自分で症状を訴えるこ
とが上手にできないので、周囲の大人が気付きにくく
症状が悪化してしまうことがあります。また、高齢者
も症状が出にくく、呼吸器や心臓などの慢性的な持病
がある人は重症化しやすいため注意が必要です。

インフルエンザを予防しましょう

■予防接種は流行前の接種が効果的です
　ワクチンが十分な効果を維持できるのは、予防接種
後約２週間～５か月とされ、接種は10月～12月中旬
に受けるのが効果的です。
※市では65歳以上の市民の方を対
象に、来年１月末まで「高齢者イン
フルエンザ予防接種」を実施してい
ます。詳しくは、健康課または各地
域庁舎市民福祉課へお問い合わせく
ださい。　

■インフルエンザ予防のポイント
▷まめに手洗い・うがいをしましょう（外出後や食事
　前、せき等で口や鼻を押さえた後などは石けんをし
　っかり泡立てて十分に手を洗いましょう）
▷せきエチケットを心掛けましょう（せきやくしゃみ
　が出るときは、ティッシュ等で口や鼻を押さえ、顔
　の向きを変えるなど唾が周囲に飛ばないようにしま
　しょう）
▷室内の乾燥に気を付け、湿度（50％～60％）を保ち
　ましょう

▷十分な休養、バランスのある食事を心掛けましょう
▷流行期には人混みへの外出をなるべく避けましょう
▷マスクを正しく使いましょう（使い捨ての不織布製
　マスクを着用しましょう）

■体調不良を感じたら早目の受診が肝心
 「かかったかな？」と思ったら無理をせず、早目にか
かりつけ医で受診し休養をとりましょう。

■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4866

■鶴岡地域成人式
■日来年１月８日○日 午後１時30分
　※式典終了後、希望者による出身中学校ごとの記念写真
　　の撮影があります。
■場グランドエル・サン
■対平成８年４月２日～９年４月１日に生まれた方
　※対象の方へ案内を11月中に郵送しています。まだ届
　　いていない方は社会教育課までお問い合わせください。

鶴岡市成人式のご案内

　新成人の皆さんを祝い励ます成人式を次のとおり行います。ぜひご出席ください。

■各地域成人式
■日藤島地域…来年８月12日○土 　羽黒地域…15日
　○火　櫛引地域…14日○月　朝日地域…14日○月 　
　温海地域…15日○火
■対平成８年４月２日～９年４月１日に
　生まれた方
　※案内は来年７月頃に郵送する予定
　　です。

平成29年鶴岡市成人式

成人式

平成30年から成人式が全市統一で開催されます
　成人式はこれまで合併前の地域ごとに開催してきましたが、平成30年から全市統一で開催します。

■平成30年鶴岡市成人式
■日平成30年１月７日○日 午後１時30分　■場文化会館　■対平成９年４月２日～10年４月１日に生まれた方
　※案内は来年11月頃に郵送する予定です。
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平成28年度高山樗牛賞　受賞者を紹介します
高山樗牛賞

■問社会教育課☎57‐4867

　高山樗牛賞は、庄内が生んだ明治の文豪・高山樗
牛の偉業を顕彰し、地方文化の向上に資するため、
昭和33年に設けられました。庄内全域を対象とし
て、文芸・評論・作文等の制作実績において著しく

地方啓発に功績があった方へ贈られます。
　また、高山樗牛奨励賞は、次代を担う児童生徒を
対象に、文芸・評論・作文等において優秀な作品を
発表した方に対し授与するものです。

〈高山樗牛奨励賞〉　菅原  向陽  さん（黄金小５年）
　４年生での国語「物語を書こう」の学習
以来、物語を書くことに興味をもち、小説
を書き続けています。読書家で語彙が豊か
で、自分で想像した世界を表現しようと、
言葉を選びながら創作しています。
　小説『４人だけのひみつ』は、主人公が
竜を拾い、３人の友人と力を合わせ世話を
することを通して成長していく物語で、主

人公の成長をファンタジックかつ現実的な
親しみを持たせながら描いた点に力量が感
じられ、読後も爽やかです。さらに、心理・
人物像・情景の描写には、作者の想像力と
表現力が端的にあらわれています。
　このように、優れた想像力と表現力は高
く評価されるところであり、今後一層の成
長、活躍が期待されます。

〈高山樗牛奨励賞〉鈴木  菜生  さん（櫛引西小５年）
　読書が大好きで、昨年度は映画クラブで
脚本を担当し、４年生ながらメンバーに指
示を出し映画の製作に取り組むなど、創作
活動にも意欲的です。
　小説『思い出日記』は、日頃の読書量と
読み解く感性、表現することを楽しむ力が
組み合わされ、一気に読ませる作品です。
命と死という課題を見つめて年代にふさわ

しい言葉と感じ方で描いており、幾重にも
重なっているシチュエーションが表現方法
として新鮮です。優れた構成と滑らかな文
章は、高い完成度と読者を引き付ける魅力
を持っています。
　このように、思いやりのある文章表現と
確かな構成力は高く評価されるところであ
り、今後一層の成長、活躍が期待されます。　

〈高山樗牛奨励賞〉澁谷  新  さん（飛島中１年）
　県内唯一の離島・飛島に暮らし、１学年
ただ１人の学校生活を送っています。読書
が好きで、進んで読書の時間をとっている
とともに、地域の人々や飛島の自然・文化・
産業との関わりを肌で感じています。
　その中で体験したことや思いを、作文・
詩・俳句・新聞を通して表現した、平成
27年度学校文集『とびしま』の中の作品

群は、小学６年生時の努力の集積であり、
飛島の自然や、文化の豊かさと美しさ、島
の人々との温かい人間関係が背景となって、
生き生きと表現されています。
　このように、地域生活における経験を基
にした素直な表現は高く評価されるところ
であり、今後一層の成長、活躍が期待され
ます。

〈高山樗牛賞〉　万里小路  譲（本名：門脇道雄） 氏 （鶴岡市本町） 
　鶴岡市生まれ。県立高校の英語教諭とし
て県内各地に赴任し、平成24年鶴岡中央
高校で定年退職。現在、山形県詩人会副会
長、『山形詩人』同人、『表象』主宰。
　20代から今日までひたすらに詩の世界
を探求し、多数の同人誌において作品の発
表や、『海は埋もれた涙のまつり』をはじ
めとした詩集の発行等、精力的な創作活動
を続けています。
　評論集『吉野弘その転回視座の詩学』や、
著書を通して郷土文学を全国に紹介するほ

か、「山形新聞」の新刊紹介欄や書評欄、「名
詩散歩」欄の執筆、吉野弘作品朗読会講師、
山寺芭蕉記念館英語俳句大会審査員、朝暘
第四小学校・豊浦小学校校歌作詞等活躍し
ています。
　以上のように、氏の長
年にわたる意欲的な作品
の制作と発表は、地方文
化の啓発向上に大きく寄
与し、その功績は顕著な
ものがあります。
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健
康

健
康
診
査
受
診
意
向
調
査
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

来
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に

健
康
診
査
を
受
診
す
る
か
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
書
で
す
。
40
歳
以
上
の
男
性
ま
た
は

20
歳
以
上
の
女
性
の
方
が
い
る
世
帯
に
送
付

（
世
帯
主
宛
）
し
て
い
ま
す
。
健
診
内
容
や

記
入
の
仕
方
等
に
つ
い
て
、
同
封
の
説
明
書

を
必
ず
読
み
、
12
月
26
日
○月
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
昨
年
度
の
登
録
内
容
に
変
更
が

な
い
場
合
は
提
出
不
要
）。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
６

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉

平
成
28
年
中
の
所
得
税
等
の
申
告
用
に

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

■対
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
支
援
認

定
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
方
を
扶
養
し
て
い
る
方　

■持
介
護
保
険
証　

■申
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
世
帯
等
に
屋
根
の
雪
下
ろ

し
費
用
（
一
部
）
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民
税
非
課

税
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で
、
自

力
で
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方　

①
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯　

②
65
歳
以

今年度は３人の方が受賞しました 
鶴岡市卓越技能者表彰　受賞者を紹介します

卓越技能者表彰

■問本所商工課☎内線565

市では、優れた技能で産業界の発展に貢献している方を「卓越技能者」として表彰しています。

〈和菓子製造工〉　梅木 欣一 氏 （78歳・大西町） 
　鶴岡菓子伝統の京菓子の製法を守りなが
ら様々な和洋折衷の菓子を開発。特に、看
板商品でもある古代から引き継がれてきた
とちを材料として作った「とちの実かりん
と」などの菓子は、海外からも注文が来る
ほど好評を博し、全国菓子大博覧会におい

ても数々の賞を受賞してきました。
　また、鶴岡菓子協同組合理事長等も務め、
自身の独自技法をはじめとする技術指導や
後進の育成に尽力するほか、地元小学校の
職場探検も受け入れ、地域において菓子づ
くりの楽しさを伝える活動も行っています。

〈建築大工〉　佐藤 嚴 氏 （78歳・茅原町） 
　昭和29年に斎藤木工所に師事して以来、
入母屋建築の核心部でもある「せがい造り」
の建築部材の墨付けや型おこし等の技能を
習得し、とうりょうとして数多くの建築を
手掛けています。改修した伝統家屋である
かやぶき屋根は本市都市景観賞（保存部門）

も受賞しています。
　長きにわたって田川建設労働組合におい
て指導的役割を担い、後進の育成に尽力し
てきたほか、現在ではきりを材料とした掛
軸箱やティッシュ箱などの小物作りにも精
力的に取り組んでいます。

〈画工・広告美術工〉　上野 雄三 氏 （73歳・宝田２丁目） 
　車体へ筆で直に書く名入れから始まり、
カッティング文字、プリント文字へと、技
術の変化に対応しながら幅広く看板事業を
展開。特に、楷書筆字の技能に優れ、寄贈
者名板等をはじめ、多岐にわたる筆字の依
頼に対応し、市内でも有数の筆字職人とし

て高く評価されています。
　これまでに自身の子息も含め４人の後継
者を育成しているほか、田川建設労働組合
の役員として組合員に対する意識改革やそ
の啓発に尽力する等、きめ細やかな心遣い
や面倒見の良さから厚い人望を得ています。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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上
の
高
齢
者
の
み
世
帯　

③
18
歳
未
満
の
児

童
の
み
を
有
す
る
母
子
世
帯　

④
世
帯
主
が

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神

保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
世
帯　

■

助
成
額　

１
回
に
つ
き
最
高
１
万
６
、
０
０

０
円　

■申
雪
下
ろ
し
作
業
の
前
に
各
地
区
民

生
児
童
委
員
へ（
雪
下
ろ
し
業
者
へ
の
作
業

依
頼
は
各
自
）　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
１
９
３
、
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
、

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

臨
時
福
祉
給
付
金
、
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向

け
給
付
金
の
申
請
期
限
は
来
年
１
月
４
日
○水
で
す

　

仮
判
定
で
支
給
対
象
と
な
っ
た
方
へ
、
８

月
下
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請

書
を
紛
失
し
た
方
は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
室
☎
25
‐
２

２
９
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

市
か
ら
賀
詞
や
祝
品
を
お
届
け
し
ま
す

高
齢
者
へ
長
寿
の
お
祝
い

■対
数
え
年
99
歳
の
方
（
白
寿
。
大
正
８
年

生
ま
れ
）、
数
え
年
１
０
０
歳
の
方
（
長
寿
。

大
正
７
年
生
ま
れ
）　

■問
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
１
９
２

年
金
・
税

保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間
等
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　

60
歳
ま
で
に
保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間

が
あ
る
た
め
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

  平成29年度の市・県民税は、平成28年分の所得及び控除を基に計算されます 
平成29年度から適用される主な市・県民税の税制改正

税／税制改正

■問本所課税課☎内線201

給与所得控除が見直されます

日本国外に居住する親族に係る扶養控除等の書類の添付または提示が義務化されます

金融所得課税が一体化されます

適用時期 現行 平成29年度 平成30年度以降

上限が適用される給与収入額 1,500万円 1,200万円 1,000万円

給与所得控除の上限額 245万円 230万円 220万円

■税負担に左右されずに金融商品を選択できるよう、
異なる税率の課税方式の均衡化を進める観点から、公
社債等の課税方式は株式等の課税方式と同一化されま
す。また、特定公社債等の利子及び譲渡損益、上場株

式等の金融商品間の損益通算範囲を拡大し、３年間の
繰越控除が可能となります。
※特定公社債とは国債、地方債、外国国債、公募公社
債などをいいます。

■日本国外に居住する親族に係る扶養控除等の適正化
の観点から、所得税の確定申告や市・県民税の申告で、
国外居住親族に係る扶養控除・配偶者控除・配偶者特
別控除・障害者控除（16歳未満の扶養親族含む）の

適用を受ける人は、「親族関係書類」及び「送金関係
書類」の添付または提示が義務付けられます。これら
の書類が外国語で作成されている場合には、日本語で
の翻訳文も必要です。

■給与所得控除の上限額が段階的に引き下げられます。

【親族関係書類例】
国外居住親族が日本人：戸籍の附票の写し及び旅券の写し
国外居住親族が外国人：外国政府または外国の地方公共団
体が発行した書類（氏名、生年月日及び住所または居所の
記載があるもの）

【送金関係書類例】
金融機関が発行する国外居住親族への送金依頼
書、納税者が契約し国外居住親族が使用するた
めに発行されたクレジットカードの利用明細書
など

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
家
族
み
ん
な

で
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
万
が
一
の
火
災
・
救
急
・
救
助
の
際
は

１
１
９
番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い

▽
ス
ト
ー
ブ
へ
の
給
油
時
は
火
を
消
し
、
給

油
後
は
キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
閉
め
る

▽
調
理
中
に
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
な
い　

▽
外
出
時
や
寝
る
前
に
は
火
の
元
を
確
か
め

る
　

大
切
な
家
族
と
生
命
を
守
る
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
・
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
火

災
の
早
期
発
見
が
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

交
通
事
故
・
雪
の
事
故
に
注
意
！　
　

冬
の
事
故
を
防
止
し
よ
う

▼
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う　

冬
は
路
面
の

凍
結
や
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
等
で
交
通
事

故
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。
５
分
早
目
に
行

動
し
、
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
12
月
１
日
○木
～
10
日

○土
は「
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」実
施
期
間

で
す
。
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
年
末
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
月

で
も
あ
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
雪
の
事
故
を
防
止
し
よ
う　

路
面
凍
結
時

の
転
倒
や
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
雪
下
ろ
し

時
の
転
落
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
（
市
HP
に

雪
下
ろ
し
業
者
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）。　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

12
月
は「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
・
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」 

き
れ
い
な
大
気
が
地
球
温
暖
化
の
ブ
レ
ー
キ
で
す

　

冬
季
は
、
暖
房
器
具
や
自
動
車
を
多
く
使

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

で
き
な
い
方
や
、
受
給
資
格
期
間
（
３
０
０

月
）
を
満
た
し
て
い
な
い
方
は
、
60
歳
以
降

で
も
65
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
任
意
加

入
し
て
不
足
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
ま
で
任
意
加
入
し

て
も
受
給
資
格
期
間
が
不
足
す
る
方
で
、
昭

和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
、

70
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、厚
生
年
金
・

共
済
組
合
加
入
者
及
び
老
齢
基
礎
年
金
の
繰

上
げ
受
給
者
は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

▼
納
め
忘
れ
た
保
険
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か

過
去
５
年
分
の
未
納
に
な
っ
て
い
た
保
険
料

を
納
め
る
（
後
納
制
度
）
こ
と
で
、
年
金
額

が
増
え
た
り
、
年
金
受
給
権
を
得
ら
れ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
後
納
制
度
で
は
分

割
納
付
も
で
き
ま
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
税
納
付
額　

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

今
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
納
付
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
税
の
「
納
付
額
通
知
書
」

を
来
年
１
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
用
と
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
こ

の
通
知
書
は
、
口
座
振
替
、
窓
口
納
付
を
し

た
方
全
員
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
用
に
納
付
金
額
を
知
り

た
い
方
は
、
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
９
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
税
の
こ
と 

知
っ
て
納
得 

み
ん
な
の
義
務
」

税
の
標
語
・
作
文
受
賞
者
発
表　
　

▼
標
語
部
門
（
敬
称
略
）

▽
鶴
岡
市
長
賞
・
最
優
秀
賞　

上
野
航
汰（
渡

前
小
６
年
）

▽
鶴
岡
市
長
賞
・
優
秀
賞　

大
井
詩
生
（
朝

暘
五
小
5
年
）、
本
間
天
朗
（
朝
暘
六
小
３

年
）、
安
達
雅
人
（
朝
暘
六
小
５
年
） 　

▽
鶴
岡
市
長
賞
・
入
選　

上
林
来
夢
（
朝
暘

五
小
５
年
）、
三
浦
泰
智
（
朝
暘
五
小
６
年
）、

上
林
怜
央
（
東
栄
小
６
年
）、百
瀬
寧
々
（
長

沼
小
６
年
）、 

富
樫
永
理
奈
（
朝
暘
五
小
６

年
）

▼
作
文
部
門
・
中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

▽
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞　

須

田
有
花
（
鶴
岡
二
中
３
年
）

▽
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞　

山
口
雅
乃（
朝
日
中
３
年
）　

▽
鶴
岡
税
務
署
長
賞　

髙

山
瑞
希
（
鶴
岡
一
中
３

年
）、
工
藤
希
（
余
目
中

３
年
）　

▽
山
形
県
納
税
推
進
協
議

会
長
賞　

鈴
木
琉
華
（
豊
浦
中
３
年
）、
秋

山
和
紀
（
鶴
岡
二
中
３
年
）　

▽
鶴
岡
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
長
賞

笹
原
綾
乃
（
鶴
岡
一
中
３
年
）　

▽
鶴
岡
地
区
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞　

日

下
啓
太
（
立
川
中
３
年
）　

▽
公
益
社
団
法
人
鶴
岡
法
人
会
長
賞　

瀬
川

美
桜
（
余
目
中
３
年
）　

▽
鶴
岡
市
長
賞
・
最
優
秀
賞　

今
野
柊
（
藤

島
中
３
年
）　

▽
鶴
岡
市
長
賞
・
優
秀
賞　

加
藤
悠
（
鶴
岡

二
中
３
年
）、
五
十
嵐
爽
夏
（
鶴
岡
五
中
３

年
）、
齋
藤
真
愛
（
櫛
引
中
３
年
）　

▽
鶴
岡
市
長
賞
・
入
選　

佐
藤
立
誠
（
朝
日

中
３
年
）、
内
ヶ
﨑
日
菜
（
鶴
岡
二
中
３
年
）、

伊
藤
真
美
（
鶴
岡
三
中
３
年
）、
鈴
木
崚
介

（
櫛
引
中
３
年
）、
佐
藤
万

優
（
鶴
岡
五
中
３
年
）

▼
作
文
部
門
・
高
校
生
の

部
（
敬
称
略
）

▽
鶴
岡
税
務
署
長
賞　

菅

原
凜
（
鶴
岡
東
高
校
２

年
）、
荒
木
美
鈴
（
庄
内

総
合
高
校
３
年
）、
佐
藤

美
優
（
鶴
岡
中
央
高
校
３

年
）

▽
鶴
岡
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
長
賞

滝
川
市
朗
（
鶴
岡
東
高
校
３
年
）　

▽
鶴
岡
地
区
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞　

門

脇
瑞
斗
（
鶴
岡
東
高
校
３
年
）　

▽
田
川
地
区
農
業
青
色
申
告
連
合
会
長
賞

本
間
海
愛
（
鶴
岡
東
高
校
３
年
） 　

▽
公
益
社
団
法
人
鶴
岡
法
人
会
長
賞　

佐
久

間
靖
葉
（
鶴
岡
東
高
校
２
年
）　

▽
鶴
岡
地
区
間
税
会
長
賞　

工
藤
珠
詠
（
鶴

岡
中
央
高
校
３
年
）　

▽
出
羽
商
工
会
長
賞　

五
十
嵐
小
夏
（
鶴
岡

東
高
校
３
年
） 　

▽
東
北
税
理
士
会
鶴
岡
支
部
長
賞　

畠
山
優

杏
（
鶴
岡
東
高
校
２
年
）　

▽
鶴
岡
小
売
酒
販
組
合
理
事
長
賞　

伊
藤
優

希
（
鶴
岡
東
高
校
２
年
）

▽
鶴
岡
酒
造
協
議
会
長
賞　

阿
部
桜
花
（
鶴

岡
南
高
校
山
添
校
３
年
）　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
９

生
活
・
そ
の
他

消
し
ま
し
ょ
う  
そ
の
火
そ
の
時  

そ
の
場
所
で 

「
年
の
瀬
も
〝
火
の
用
心
〟」

　

何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
末
は
、
火
の
元
が
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う
た
め
、
窒
素
酸
化
物
が
増
大
し
、
冬
特
有

の
気
象
現
象
に
よ
っ
て
、
大
気
中
の
汚
染
物

質
の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
電
気

や
石
油
の
消
費
量
が
増
え
れ
ば
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

も
増
加
し
ま
す
。
大
気
汚
染
と
温
暖
化
の
防

止
の
た
め
、
家
庭
や
職
場
で
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
省
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

み
ん
な
の
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す

地
下
水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

　

駐
車
場
の
消
雪
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
地

下
水
。
こ
れ
か
ら
も
安
定
的
・
永
続
的
に
使

え
る
よ
う
に
、
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０

使
用
済
小
型
家
電
の 

無
料
回
収
を
実
施
し
ま
す

■日
12
月
15
日
○木
～
来
年
１
月
16
日
○月
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時　

■
回
収
品
目　

パ
ソ

コ
ン
と
周
辺
機
器
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
モ
ニ
タ
ー
、

プ
リ
ン
タ
ー
は
不
可
）、
携
帯
電
話
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
地
デ
ジ
・
Ｂ
Ｓ
チ
ュ

ー
ナ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ
（
こ
の
８
品
目
以
外
は

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

回
収
し
ま
せ
ん
）　

■場
・
■問
廃
棄
物
対
策
課

☎
22
‐
２
８
４
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ　

■他
機
器
に
記
録
し
て
あ
る
個
人

情
報
等
は
事
前
に
消
去
し
て
く
だ
さ
い

年
末
年
始
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ス
ト
ッ
プ
！
振
り
込
め
詐
欺

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
「
そ
の
電
話
、
本
当
に
あ

な
た
の
家
族
か
ら
で
す
か
？
」

▽
還
付
金
詐
欺
「
そ
の
電
話
、
本
物
の
職
員

か
ら
で
す
か
？
」

▽
金
融
商
品
等
取
引
詐
欺
「『
必
ず
儲
か
る
』。

そ
の
話
、
本
当
で
す
か
？
」　

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡
警
察

署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」　　
　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
整
備
し
ま
し
た

▼
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備　

消
防
団
員
用

装
備
（
救
命
胴
衣
２
４
０
着
）　

■問
消
防
本

部
警
防
課
☎
22
‐
８
３
２
０

心
当
た
り
の
個
人
・
団
体
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い　

鶴
岡
市
民
憲
章
実
行
顕
彰
候
補
者
募
集

　

鶴
岡
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、
地
域

や
学
校
内
外
で
善
行
活
動
を
行
っ
て
い
る
個

人
・
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

▼
青
少
年
実
行
顕
彰　

■対
学
校
内
外
で
善
行

を
し
て
い
る
小
・
中
学
生
、
高
校
生　

■申
12

月
15
日
○木
ま
で　

■
表
彰　

来
年
１
月
、
２

月
の
全
校
集
会
で
表
彰

▼
一
般
実
行
顕
彰　

■対
長
年
に
わ
た
り
地
域

等
で
市
民
憲
章
の
推
進
に
貢
献
・
尽
力
し
て

い
る
市
民　

■申
来
年
１
月
20
日
○金
ま
で　

■

表
彰　

来
年
５
月
の
総
会
開
催
時
に
表
彰

▼
共
通　

■申
本
所
総
務
課
内
「
鶴
岡
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３
１
３

山
形
県
知
事
選
挙

■
告
示　

来
年
１
月
５
日
○木　

■
投
票　

１

月
22
日
○日　

■
期
日
前
投
票
・
会
場　

市
役

所
本
所
…
１
月
６
日
○金
～
21
日
○土
午
前
８
時

30
分
～
午
後
８
時　

各
地
域
庁
舎
…
１
月
15

日
○日
～
21
日
○土
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時　

■問
本
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
内
線
６

４
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ

▼
立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会
及
び
出
納
責

任
者
事
務
説
明
会　

■日
12
月
8
日
○木
午
前
10

時　

■場
山
形
県
庁
（
山
形
市
）　

■問
山
形
県

選
挙
管
理
委
員
会
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２

０
８
１

▼
立
候
補
届
出
受
付　

■日
１
月
５
日
○木
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時　

■場
山
形
県
庁　

■問

山
形
県
選
挙
管
理
委
員
会
☎
０
２
３
‐
６
３

０
‐
２
０
８
１

鶴
岡
墓
園
の
使
用
者
を 

募
集
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住

所
が
あ
る　

▽
自
宅
に
焼
骨
を
保
管
し
納
骨

す
る
場
所
が
な
い　

▽
使
用
許
可
後
１
年
以

内
に
墓
碑
等
を
建
立
し
焼
骨
の
埋
蔵
計
画
が

あ
る　

■
募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
・
管
理
料

年
額
（
今
年
度
分
は
そ
の
３
か
月
分
）　

▽

４
㎡
…
１
区
画
・
15
万
５
、
０
０
０
円
・
３
、

６
０
０
円　

▽
６
㎡
…
２
区
画
・
23
万
円
・

４
、
８
０
０
円　

■申
12
月
５
日
○月
～
16
日
○金

に
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ　

■他
抽
せ

ん
会
（
■日
12
月
22
日
○木
午
後
２
時　

■場
市
役

所
本
所
）

 

市ホームページ有料広告募集
有料広告

■問本所総務課☎内線317

　ホームページをお持ちの企業、事業所の皆さん、市ホームページの
トップページに「バナー広告」を掲載して事業をＰＲしませんか。市
ホームページのトップページは、昨年12月～今年11月の間で、月平
均約６万3,000件のアクセスがあります。
■掲載箇所　市ホームページのト
ップページ下部　
■規格　縦40ピクセル×横170
ピクセル、ＧＩＦ（アニメーショ
ンは不可）またはＪＰＥＧ、10
キロバイト以内
■掲載期間　原則、月の初日～末
日の１か月単位（最長12か月）　
■掲載料（１枠当たり）　月額１
万円
■申鶴岡市広告掲載要綱、鶴岡市ホ
ームページ広告掲載要領を確認の
上、掲載開始希望日の１か月前ま
でに広告掲載申込書（関係書類を
添付）を本所総務課☎内線317へ　
■他市HP。バナーの作成及びその費
用は広告主の負担です

掲
載
箇
所
→
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

温海 温海モリウミ体験フェス　秋

＜写真：木野俣地区、越沢地区、鈴地区、山五十川地区＞

温海地域の自然や文化等の資源を生かした体験
型観光の受け入れを進めているＮＰＯ法人自然
体験温海コーディネットが企画した催し。夏に

10.29
11.12

行った海の体験に続く今回のイベントは森・食
文化・伝統文化体験がテーマです。親子連れ等
48人が参加し温海地域の魅力を満喫しました。

鶴岡 つるおかお菓子まつり

＜マリカ＞

お菓子を見て、作って、食べて楽しむイベント。
洋生菓子や特製和菓子等を職人と一緒に作る体
験コーナーや銘菓がそろう即売コーナーには長

10.29
蛇の列ができました。職人技が光る工芸菓子の
展示やボーロ菓子の詰め放題も人気で、甘い香
りが漂う会場は、親子連れで大にぎわいでした。



21 広報つるおか　2016 . 12

市内 櫛引西小 化石発掘体験

「こっちにもあったよー」。岩石をハンマ
ーで砕き、中から貝や木の葉の化石を見
付けるたびに大きな歓声が響きました。

10.18

＜菱津地区ほか＞

藤島 ふじしま秋まつり つや姫の里の収穫祭

来場者は旬の食材を使った料理やつき立
て餅の振る舞い、人気給食メニューの試
食を通して秋の味覚をたんのうしました。

10.30

                      ＜藤島体育館＞ 

鶴岡 鶴岡市総合防災訓練

震度６強の地震と12mの津波発生等を
想定した訓練。住民や関係機関から約1,
300人が参加し防災体制を確認しました。

10.30

＜三瀬地区＞

羽黒 日本遺産に触れる「親子ツアー 天宥さんと羽黒山」

羽黒山中興の祖・天宥別当が整備した石
段等の文化財を見学し、日本遺産に認定
された出羽三山の魅力を学びました。

10.22

＜手向地区＞

温海 国際理解講座 エンジョイワールド ハロウィンパーティー

外国のお化け等に仮装した子供たちが英
語でお菓子をおねだりします。歌って踊
って、みんなで「トリックオアトリート」。

10.28

＜温海温泉林業センター＞

市外 緩和ケア市民公開講座 生きている喜び

心身の痛みを和らげ、がんと上手に付き
合う緩和ケアについて寸劇や俳優・小西
博之氏の講演を通して理解を深めました。

11.12

＜いろり火の里なの花ホール＞
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０
円　

女
性
…
３
、
５
０
０
円
（
当
日
は

各
１
、
０
０
０
円
増
し
）　

■申
庄
内
コ
ン
HP　

■問G
ood Luck C

afe

☎
25
‐
１
９
０
１

明
日
の
鶴
岡
の
教
育
に
つ
い
て
、一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！ 

中
高
一
貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
12
月
13
日
○火
午
後
７
時　

■場
第
三
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
実
践
紹
介
（
阿

部
修
一
氏
〈
宮
城
県
古
川
黎
明
中
学
校
・
高

等
学
校
長
〉、
今
野
栄
治
氏
〈
山
形
県
立
東

桜
学
館
中
学
校
・
高
等
学
校
教
頭
〉）、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
阿
部
修
一
氏
、
今

野
栄
治
氏
、
須
貝
英
彦
氏
〈
山
形
県
教
育
委

員
会
高
校
改
革
推
進
室
長
〉、
加
藤
忍
〈
鶴

岡
市
教
育
長
〉）　

■申
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁

舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

森
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

作
ろ
う
！

■日
12
月
17
日
○土
午
後
１
時　

■場
マ
リ
カ　

■定

先
着
30
人　

■師
安
藤
由
紀
子
氏
（
リ
ー
ス
工

芸
家
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
鶴
岡
市
開

発
公
社
☎
22
‐
９
０
６
９　

■他
鶴
岡
北
高
校

音
楽
部
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
合
唱

（
午
後
２
時
）
を
開
催

～
恋
愛
成
就
の
お
守
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー「
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
」を
作
ろ
う
！
～

鶴
岡
じ
ょ
な
め
る（
フ
ォ
ー
マ
ル
）コ
ン

■日
12
月
17
日
○土
午
後
３
時　

■場
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡　

■対
25
歳
～
45
歳
の
独
身
の
男
女

各
25
人　

■師
阿
蘓
淳
一
氏
（
７
‐
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ

ｒ
ｓ
鶴
岡
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
工
房
代
表
）　

■費

男
性
…
５
、
０
０
０
円　

女
性
…
３
、
５
０

０
円
（
女
性
は
２
人
以
上
の
申
込
み
で
各
５

０
０
円
引
き
）　

■申
12
月
９
日
○金
ま
で
三
瀬

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
「
鶴
岡
市
自
治

０
ま
た
は
鶴
岡
北
高
校
内
田
川
地
区
高
等
学

校
文
化
連
盟
☎
22
‐
２
２
６
２
へ

冬
の
味
覚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
新
巻
鮭
作
り
体
験 

②
鮭
と
ば
作
り
体
験

■日
12
月
10
日
○土
午
後
１
時
30
分
（
庄
内
観
光

物
産
館
集
合
）　

■場
小
淀
川
地
内
作
業
場

■定
各
先
着
10
人　

■費
各
２
、
０
０
０
円　

■申

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
森
と
水
」

平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

は
ば
た
け
世
界
へ 

南
東
北
総
体
２
０
１
７ 

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

■日
12
月
11
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■内
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
農
産
加
工
品
販
売
、
飲

食
コ
ー
ナ
ー
等　

■問
山
形
県
全
国
高
校
総
体

推
進
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
３
８
５

鶴
岡
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

青
少
年
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

■日
12
月
11
日
○日
午
前
10
時　

■場
鶴
岡
南
高
校

「
鶴
翔
会
館
」　

■内
高
校
生
対
話
会
発
表
（
羽

黒
高
校
）、
鶴
岡
南
高
校
吹
奏
楽
研
究
会
、

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
鶴
岡
北
・
鶴
岡
中

央
・
羽
黒
高
校
）、
和
太
鼓
演
奏
（
鶴
岡
中

央
高
校
）　

■問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
☎
25

‐
２
０
１
９　

■他
会
場
駐
車
場
へ
の
駐
車
不

可
。
公
設
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

庄
内
コ
ン

■日
12
月
11
日
○日
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時〈G
ood Luck C

afe

〉）　

■場
鶴
岡
銀
座

商
店
街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
以
上
の
独
身

の
男
女
各
１
０
０
人　

■費
男
性
…
５
、
５
０

月
の
毎
週
水
曜
日
は
休
業
）　

■問
同
ス
キ
ー

場
☎
54
‐
６
４
５
０　

■他
12
月
３
日
○土
は
安

全
祈
願
祭
、
餅
の
振
る
舞
い
、
リ
フ
ト
の
無

料
開
放
。
シ
ー
ズ
ン
券
は
２
月
１
日
○水
か
ら

た
ら
の
き
だ
い
ス
キ
ー
場
で
利
用
可

▼
羽
黒
山
ス
キ
ー
場　

■日
12
月
23
日
○金
正
午

～
来
年
２
月
28
日
○火
、
３
月
４
日
○土
・
５
日

○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
２
月
以
降
の
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　

■問
同
ス
キ
ー
場
☎
62
‐
２
１
５
２
、
休
暇
村

羽
黒
☎
62
‐
４
２
７
０
ま
た
は
羽
黒
庁
舎
観

光
商
工
室
☎
62
‐
２
１
１
１
へ　

■他
12
月
23

日
○金
は
リ
フ
ト
の
無
料
開
放

▼
た
ら
の
き
だ
い
ス
キ
ー
場　

■日
12
月
23
日

○金
～
来
年
２
月
27
日
○月
（
毎
週
火
曜
日
は
休

業
〈
12
月
27
日
○火
、
来
年
1
月
3
日
○火
は
営

業
〉）　

■時
日
中
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分　

ナ
イ
タ
ー
…
午
後
５
時
～
９
時　

■問
同

ス
キ
ー
場
☎
57
‐
５
４
７
０
ま
た
は
櫛
引
庁

舎
産
業
課
☎
57
‐
２
１
１
５
へ　

■他
シ
ー
ズ

ン
券
は
営
業
期
間
終
了
後
か
ら
３
月
31
日
○金

ま
で
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
で
利
用
可

文
化
部
所
属
の
高
校
生
が
日
頃
の
活
動
成
果
を
展
示
・
発
表 

教
育
普
及
展
覧
会「
高
校
生
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
展
10
」

■日
12
月
10
日
○土
～
18
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
12
日
○月
は
休
館
。
18
日
○日
は
午
後
３

時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

■内
展
示
…
華
道
、
押
し
花
、
科
学
、
合
唱
、

書
道
、
新
聞
、
吹
奏
楽
、
文
芸
、
写
真
、
美

術
・
工
芸　

発
表
…
茶
道
（
10
日
○土
午
前
10

時
～
午
後
２
時
〈
４
０
０
円
〉）、
合
唱
（
11

日
○日
午
前
10
時
）、
科
学
（
14
日
○水
午
後
４

時
）、
演
劇
（
17
日
○土
午
後
６
時
）、
吹
奏
楽

（
18
日
○日
午
前
10
時
）、
郷
土
芸
能
（
18
日
○日

午
後
２
時
30
分
）　

■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６

催
し

い
で
は
文
化
記
念
館
企
画
展
示 

収
蔵
絵
画
展

～
三
浦
恒
祺
「
羽
黒
地
域
の
茅
葺
民
家
」
～

■日
12
月
１
日
○木
～
来
年
４
月
19
日
○水
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
（
毎
週
火
曜
日
及
び
12

月
29
日
○木
～
来
年
１
月
２
日
○月
は
休
館
。
４

月
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
）　

■費
入

館
料　

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

ス
キ
ー
場
情
報

▼
湯
殿
山
ス
キ
ー
場

■日
12
月
３
日
○土
～
来
年

３
月
31
日
○金
午
前
８
時

45
分
～
午
後
５
時
（
３
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▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

12
月
８
日
○木
、
来
年
1
月
12
日
○木
午
後
７
時　

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
①
12
月
６
日
○火
・
20
日
○火
、
来

年
1
月
17
日
○火　

②
12
月
９
日
○金
・
23
日
○金
、

来
年
1
月
13
日
○金
・
27
日
○金　

■時
①
午
後
２

時
30
分　

②
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
（
全
５
回
）

■日
12
月
６
日
・
20
日
、来
年
１
月
10
日
・
17
日
・

31
日
の
火
曜
日
午
後
７
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■費
中
学
生
以
上
…
２
、
０
０
０
円　

小
学
生

…
１
、
０
０
０
円　

■申
12
月
５
日
○月
ま
で
同

ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
ラ
ケ
ッ
ト

の
貸
出
し
あ
り

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
12
月
７
日
○水
・
16
日
○金
、
来
年
１
月
４
日

○水
・
20
日
○金
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上

■費
３
０
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐

２
１
４
３　

■他
要
予
約

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日
12
月
８
日
○木
、
来

年
１
月
12
日
○木
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

■内

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流
や
相
談　

■費
１
０

０
円

▼
認
知
症
の
人
と
家
族
の
交
流
の
つ
ど
い

■日
12
月
22
日
○木
、
来
年
１
月
26
日
○木
午
前
10

時　

■内
認
知
症
ケ
ア
の
講
話
、
介
護
者
交
流　

▼
共
通　

■場
・
■申
各
日
２
日
前
ま
で
高
齢
者

「
雷
」
を
総
合
的
に
楽
し
く
学
ぶ 

雷
サ
ミ
ッ
ト
16

■日
来
年
１
月
21
日
○土
午
後
１
時　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
１
５
０
人　

■内
講
演
、
雷
写
真
・
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
受
賞
者
発
表
、
雷
音
頭
の
披
露
、
雷
ク
イ

ズ
、雷
弁
当
（
１
、０
０
０
円
・
限
定
50
食
〈
要

予
約
〉。
受
け
取
り
は
当
日
午
前
11
時
～
正

午
）・
雷
ス
イ
ー
ツ
販
売
、
雷
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
受
賞
作
品
展
示
等　

■申
１
月
11
日
○水
ま

で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
２
２
へ　

■他

市
HP鶴

岡
市
市
政
報
告
会

■日
来
年
２
月
10
日
○金　

■時
・
■内
午
後
６
時
…

市
政
報
告　

６
時
30
分
…
新
酒
の
地
酒
と
ワ

イ
ン
を
楽
し
む
会　

■場
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀

（
江
戸
川
区
）　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円　
　

学
生
…
１
、
０
０
０
円　

■申
12
月
28
日
○水
ま

で
鶴
岡
市
東
京
事
務
所
☎
03
‐
５
６
９
６
‐

６
８
２
１
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
①
12
月
10
日
○土　

②
12
月
12
日
○月
、

来
年
1
月
16
日
○月　

■時
①
午
前
10
時
30
分　

②
午
後
７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

12
月
・
来
年
1
月
の
毎
週
2
回
程
度　

■時
午

後
２
時
・
７
時

０
０
円　

■場
・
■申
12
月
25
日
○日
ま
で
そ
ば
処

大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３
へ

羽
黒
山
松
例
祭

■日
・
■内
・
■場
12
月
31
日
○土
午
後
３
時
…
綱
ま

き
（
庭
上
）　

４
時
…
除
夜
祭
（
本
殿
）　

６

時
…
松
例
祭
本
殿
祭
・
蜂
子
神
社
祭
（
本
殿
・

蜂
子
神
社
）　

７
時
…
綱
さ
ば
き
（
補
屋
）　

９
時
30
分
…
験
縄
行
事
・
砂
は
き
行
事
（
庭

上
）　

10
時
45
分
…
験
競
（
本
殿
）　

11
時
…

大
松
明
引
き
（
庭
上
）　

来
年
１
月
１
日
○日

午
前
０
時
…
国
分
神
事
・
火
の
打
替
神
事

（
同
）　

■問
羽
黒
庁
舎
観
光
商
工
室
☎
62
‐

２
１
１
１　

■他
庭
上

で
主
な
神
事
を
説
明
。

臨
時
バ
ス
の
運
行
あ

り
。
天
気
に
よ
っ
て

滑
り
止
め
装
着
車
両

以
外
の
通
行
規
制
あ

り
鶴
岡
市
新
年
名
刺
交
換
会

■日
来
年
１
月
４
日
○水
午
前
11
時　

■場
グ
ラ
ン

ド
エ
ル
・
サ
ン　

■定
先
着
６
０
０
人　

■費
１
、

０
０
０
円　

■申
12
月
13
日
○火
ま
で
本
所
総
務

課
☎
内
線
３
１
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務

企
画
課
へ

～
平
成
30
年
か
ら
の
米
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
～ 

米
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
庄
内

■日
来
年
１
月
13
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■場
い

ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）

■申
1
月
６
日
○金
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
農
業
技

術
普
及
課
☎
64
‐
２
１
０
３
へ

振
興
会
連
絡
協
議
会
」
事
務
局
☎
73
‐
２
０

０
１
へ　

■他
男
性
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用

「
知
の
拠
点
庄
内
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
海
外
か
ら
見
た
庄
内
～
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ
は
い
い
の
ぉ
～
」

■日
12
月
18
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
１
５
０
人　

■内

事
例
発
表
（
ガ
リ
ポ
ン
・
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ

氏〈
慶
大
先
端
生
命
研
特
任
助
教
〉、ジ
ハ
ン
・

シ
ャ
ザ
ダ
・
ナ
イ
ヤ
ー
ル
氏
〈
公
益
大
教
授
〉、

金
帝
演
氏
〈
鶴
岡
高
専
助
教
〉、網
干
貴
子
氏

〈
山
大
農
学
部
助
教
〉）、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン　

■申
公
益
大
大
学
院
事
務
室
☎
29
‐

０
５
５
５
ま
た
は
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線

５
２
５
へ

図
書
館
講
演
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
え
る
と
い
う
こ
と
‐
犬
と
言
葉
‐

■日
12
月
18
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■師
山
口
花

氏（
作
家
）　

■場
・
■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２

５
２
５

白
亜
の
洋
風
建
築
が
冬
の
夜
空
に
照
ら
し
出
さ
れ
ま
す 

鶴
岡
冬
ま
つ
り　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
12
月
23
日
○金
～
来
年
２

月
27
日
○月
午
後
４
時
30
分

～
10
時
（
12
月
31
日
○土
は
翌

朝
７
時
ま
で
点
灯
）　

■場
大

宝
館
、
致
道
博
物
館　

■問
本

所
観
光
物
産
課
内
「
同
ま
つ

り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
６
４

朝
日
地
域
産
そ
ば
粉
で
そ
ば
３
人
前
を
作
り
ま
す 

年
越
し
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

■日
12
月
30
日
○金
・
31
日
○土
午
前
10
時
、
午
後

１
時　

■定
各
回
先
着
８
組　

■費
１
人
１
、
５
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■費
８
、
０
０
０
円　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０

７
４　

■他
HP

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン　
　

親
善
交
流
卓
球
大
会

■日
来
年
１
月
15
日
○日
午
前
８
時
45
分　

■場
ゆ

う
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る
ま　

■申
12
月
27
日

○火
ま
で
同
大
会
実
行
委
員
会

最
強
の
素
人
は
誰
だ
!! 

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル

■日
来
年
１
月
15
日
○日
午
前
10
時
30
分　

■場
旧

小
池
薬
局
エ
ビ
ス
ヤ
ビ
ル　

■対
高
校
生
以
上

の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方　

■費
団
体
戦
（
１
チ
ー

ム
3
人
）
…
１
チ
ー
ム
３
、
０
０
０
円　

個

人
戦
…
男
性
１
、
０
０
０
円　

女
性
５
０
０

円　

高
校
生
３
０
０
円　

■申
1
月
６
日
○金
ま

で
鶴
岡
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局
☎
24
‐

７
７
１
１
へ

参
加
チ
ー
ム
募
集　
　
　
　

長
靴
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

■
チ
ー
ム
構
成　

18
歳
以
上
の
男
女
８
人
以

上
の
混
合
チ
ー
ム　

■
試
合
日　

来
年
1
月

10
日
～
2
月
23
日
の
火
曜
・
木
曜
日
の
夜　

■問
同
ス
ケ
ー
ト
場
☎
23
‐
５
６
９
４
ま
た
は

鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

朝
日
学
童
ス
キ
ー
大
会

■日
来
年
１
月
29
日
○日　

■時
午
前
９
時
10
分
…

開
会
式　

10
時
…
競
技　

■場
湯
殿
山
ス
キ
ー

場　

■対
市
内
の
小
学
５
年
・
６
年
生
で
学
校

長
の
許
可
を
得
た
児
童　

■
種
目　

大
回
転
、

回
転
（
ど
ち
ら
か
1
種
目
へ
の
出
場
も

い
が
必
要

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　

冬
休
み
子
ど
も
教
室

■日
①
来
年
１
月
４
日
○水　

②
６
日
○金　

■対
小

学
生
以
上
の
子
供
と
そ
の
保
護
者　

■内
①
フ

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ　

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ　

■場
・
■申
12
月
20

日
○火
ま
で
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同
ク

ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１
へ

初
心
者
対
象
短
期
ス
ケ
ー
ト

教
室
（
全
3
回
）

■日
来
年
１
月
７
日
○土
～
９
日
○月
午
前
10
時

（
7
日
○土
は
午
前
９
時
30
分
）　

■場
小
真
木
原

ス
ケ
ー
ト
場　

■対
小
学
生
先
着
30
人　

■費
３
、

４
０
０
円　

■申
同
ス
ケ
ー
ト
場
☎
23
‐
５
６

９
４
ま
た
は
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１

３
１
へ

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
（
全
２
回
）

■日
来
年
１
月
14
日
○土
・
15
日
○日
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時　

■場
湯
殿
山
ス
キ
ー
場　

■対

ス
キ
ー
…
初
心
者
～
中
級
者
20
人　

ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
…
初
心
者
８
人　

■費
４
、
０
０
０
円　

■申

同
ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３

０
２　

■他
別
途
リ
フ
ト

代
（
割
引
あ
り
）

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会 

水
遊
び
８
回
コ
ー
ス

■日
来
年
１
月
14
日
～
３
月
11
日
の
土
曜
日
午

前
９
時
30
分
（
２
月
11
日
○土
は
除
く
）　

■場

市
民
プ
ー
ル　

■対
年
中
児
～
小
学
２
年
生

放
。
貸
靴
は
有
料
〈
団
体
割
引
な
し
〉）

団
員
募
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■日
12
月
23
日
～
来
年
２
月
24
日
の
毎
週
月
曜

・
水
曜
・
金
曜
日　

■時
小
学
校
低
学
年
・
初

心
者
…
午
後
６
時　

小
学
校
高
学
年
・
上
級

者
…
７
時
30
分　

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　

■費
８
、
０
０
０
円　

■申
同
少
年
団　

■他
防
具

の
無
料
貸
出
し
あ
り
。
体
験
歓
迎

庄
内
ス
ケ
ー
ト
協
会 

ス
ケ
ー
ト
教
室

■日
12
月
25
日
～
来
年
２
月
26
日
の
毎
週
日
曜

日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場

■対
・
■費
上
級
…
Ｂ
級
以
上
10
人
・
１
万
円　

中
級
…
Ｃ
級
10
人
・
１
万
円　

基
本
…
小

学
生
以
上
30
人
・
１
万
円
（
小
学
生
は
７
、

５
０
０
円
）　

親
子
…
小
学
生
以
上
の
親
子

10
組
・
１
組
１
万
円　

■申
12
月
18
日
○日
午

後
２
時
～
４
時
に
小
真
木
原
総
合
体
育
館
へ　

■問
同
協
会　

■他
別
途
入
会
金
（
各
コ
ー
ス
３
、

０
０
０
円
。
家
族
２
人
で
受
講
す
る
場
合
は

１
人
分
免
除
）
と
貸
靴
代
が
必
要

新
春
初
泳
ぎ 

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放

■日
来
年
１
月
４
日
○水
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４

時
（
夜
間
の
一
般
開
放
は
休

み
）　

■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協

会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
餅

つ
き
（
午
前
11
時
）
あ
り
。

幼
児
は
高
校
生
以
上
の
付
添

交
流
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

ス
マ
ー
ト
ラ
ン
チ
作
戦　
　
　

親
子
ラ
ン
チ
ス
タ
デ
ィ

■日
12
月
10
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
市
内
在
住
の
小
学
生
の
親
子
先
着
12
組

（
大
人
１
人
に
つ
き
子
供
２
人
ま
で
参
加
可
）

■内
ご
飯
を
炊
こ
う
、
ス
マ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
て
み
よ
う
（
デ
ザ
ー
ト
付
）、
か
し
こ

い
食
べ
方
を
実
際
に
や
っ
て
み
よ
う　

■費
５

０
０
円
（
子
供
無
料
）　

■申
12
月
５
日
○月
ま

で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
５

へ
が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の

ほ
っ
と
広
場

■日
12
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■対
が
ん
患

者
と
そ
の
家
族　

■内
お
楽
し
み
会
と
近
況
報

告　

■場
・
■申
荘
内
病
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場 

12
月
23
日
○金
オ
ー
プ
ン

■日
12
月
23
日
○金
～
来
年
２
月
26
日
○日　

■時
平

日
…
午
後
１
時
～
６
時　

土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
…
午
前
10
時
～
午
後
７
時
（
12
月
29
日

○木
～
来
年
１
月
３
日
○火
は
午
前
10
時
～
午
後

７
時
〈
元
日
は
休
み
〉）　

■費
中
学
生
以
下
…

２
０
０
円　

高
校
生
等
…
３
１
０
円　

大
人

…
５
２
０
円　

貸
靴
料
…
３
１
０
円
（
団
体

割
引
あ
り
）　

■問
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐

８
１
３
１
ま
た
は
同
ス
ケ
ー
ト
場
☎
23
‐
５

６
９
４
へ　

■他
12
月
23
日
○金
～
25
日
○日
は
オ

ー
プ
ン
記
念
で
無
料
開
放
（
高
校
生
以
下
は

24
日
○土
以
外
の
第
２
・
４
土
曜
日
も
無
料
開
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館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

幼
児
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
12
月
18
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■
出
演　

湯
田
川
・
田
川
・
民
田
・
栄
・

常
念
寺
保
育
園
児
、
各
園
職
員　

■費
指
定
席

…
３
５
０
円　

自
由
席
…
２
５
０
円
（
中
学

生
以
下
無
料
）　

■申
常
念
寺
保
育
園
☎
24
‐

９
０
５
５

具
は
鱈
の
み
！
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
こ
だ
わ
り
の
寒
鱈
汁
を
味
わ
お
う
！

ひ
ろ
っ
ぴ
あ 

こ
ど
も
寒
鱈
ま
つ
り

■日
来
年
１
月
８
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後

１
時
30
分　

■対
幼
児
・
小
学
生
親
子
、自
由
来

館
者　

■内
解
体
見
学
、会
食
、ク
イ
ズ
等　

■持

丼
、箸
、お
に
ぎ
り
等　

■場
・
■問
同
館
☎
24
‐

４
６
０
８　

■他
前
売
り
券（
２
５
０
円
）は
12

月
10
日
○土
か
ら
同
館
で
販
売（
先
着
70
杯
）

子
供
の
発
達
や
成
長
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す 

に
こ
に
こ
相
談

■日
来
年
１
月
31
日
○火　

■場
鶴
岡
養
護
学
校

■申
１
月
17
日
○火
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学

校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

施
設
の
催
し
等

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
大
山
上
池
下
池
に
や
っ
て
く

る
渡
り
鳥
た
ち
」　

■日
来
年
２
月
27
日
○月
ま

で▼
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
12
月

10
日
○土
午
後
１
時　

■
出
演　

鶴
岡
五
中
合

唱
部
、
鶴
岡
中
央
高
校
吹
奏
楽
部
ほ
か

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ヨ
シ
紙
で
年
賀
状
づ

く
り
」　

■日
12
月
17
日
○土
午
前
10
時
～
午
後

２
時　

■費
１
枚
１
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日
▽
水
香
お
ど
り
…
12
月
12
日
○月
・
19
日
○月

・
26
日
○月
午
前
９
時
30
分　

▽
編
物
教
室
…　

12
月
12
日
○月
・
26
日
○月
午
後
１
時
30
分　

▽

Ｃ
Ｄ
寄
席
…
12
月
15
日
○木
、
来
年
１
月
５

日
○木
午
後
１
時　

▽
健
康
相
談
…
12
月
15
日

○木
・
22
日
○木
、
来
年
１
月
５
日
○木
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎

24
‐
０
０
６
６

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う　

■日
12
月
18

日
○日
午
前
10
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着

15
人　

■費
５
０
０
円
（
子
供
無
料
）　

■申
12

月
14
日
○水
ま
で

▼
お
正
月
に
食
べ
る
餅
を
作
ろ
う　

■日
12
月

28
日
○水
午
前
10
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先

着
15
人　

■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円　

子
供

…
５
０
０
円
（
丸
餅
１
人
約
15
個
分
）　

■申

12
月
22
日
○木
ま
で

▼
冬
の
参
道
を
歩
い
て
登
ろ
う　

■日
来
年
１

月
３
日
○火
午
前
９
時（
羽
黒
山
随
神
門
集
合
）

■場
随
神
門
→
羽
黒
山
山
頂　

■定
先
着
20
人　

■費
８
０
０
円
（
子
供
無
料
）　

■持
携
帯
食
、

お
に
ぎ
り
等　

■申
12
月
25
日
○日
ま
で

▼
初
歩
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
来
年
１
月
14
日
○土
午
前
9
時　

■場
同
セ
ン

②
来
年
１
月
17
日
○火　

■時
午
前
10
時　

■対
市

内
在
住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
27
年
12
月
～

28
年
５
月
生
ま
れ　

②
28
年
１
月
～
６
月
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者　

■内
①
触
れ
合
い
遊

び
、
歌
と
体
操　

②
赤
ち
ゃ
ん
ヨ
ガ
（
上
野

和
佳
氏
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
12
月
12

日
○月
ま
で　

②
12
月
16
日
○金
～
来
年
１
月
13

日
○金

▼
ベ
ビ
ー
を
迎
え
よ
う
講
座　

■日
来
年
１
月

21
日
○土
午
前
10
時　

■対
新
婚
・
妊
娠
・
子
育

て
中
の
方
先
着
10
人　

■内
講
話
「
出
産
・
赤

ち
ゃ
ん
・
子
育
て
を
知
ろ
う
」
河
田
夏
子

（
荘
内
病
院
女
性
の
健
康
相
談
員
）、
座
談
会
、

な
か
よ
し
広
場
見
学
等　

■他
託
児
あ
り

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
４
１鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ー
ナ
ー

■日
12
月
17
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■対
幼
児

～
小
学
校
低
学
年
の
児
童
と
そ
の
保
護
者　

■費
１
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６

０
つ
ち
だ
よ
し
は
る　
　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■日
12
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■対
小
学
生

以
下
30
人　

■内
リ
ー
ス
作
り　

■費
３
０
０
円　

■場
・
■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

小
学
生
集
ま
れ
！
 

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

■日
12
月
17
日
○土
午
後
２
時　

■内
小
学
生
の
部
、

大
人
の
部　

■師
腕
相
撲
チ
ー
ム
「
魁
拿
道
」　

■場
・
■申
12
月
５
日
○月
～
16
日
○金
に
南
部
児
童

可
）　

■申
1
月
6
日
○金
ま
で
あ
さ
ひ
小
☎
53

‐
２
０
２
８
へ

子
育
て
・
子
供
向
け

ク
リ
ス
マ
ス
え
ほ
ん
ま
つ
り
と 

冬
の
お
は
な
し
会

■日
絵
本
の
展
示
…
12
月
６
日
○火
～
25
日
○日

お
は
な
し
会
…
12
月
10
日
○土
・
11
日
○日
午
前

10
時
（
終
了
後
、
工
作
コ
ー
ナ
ー
あ
り
）

■場
・
■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

ま
ん
ま
ル
ー
ム 

12
月
の
講
座 

「
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
を
育
む
」

■日
12
月
9
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
石
田
幸

氏　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
12

月
11
日
○日
、
来
年
１
月
21
日
○土
午
前
９
時
～

正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
12
月
13
日

○火　

②
来
年
１
月
16
日
○月　

■時
午
前
10
時　

■対
市
内
在
住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
28
年
６

月
～
８
月
生
ま
れ　

②
28
年
７
月
～
９
月
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎

え
る
妊
婦　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び　

②
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
上
野
和
佳
氏
〈
Ｔ
Ａ
Ｓ
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
〉）　

①
②
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申

①
12
月
９
日
○金
ま
で　

②
12
月
14
日
○水
～
来

年
１
月
12
日
○木

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
12
月
15
日
○木
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タ
ー
周
辺　

■定
先
着
25
人　

■費
１
、
５
０
０

円　

■持
昼
食
等　

■申
来
年
１
月
12
日
○木
ま
で

▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
①
来

年
１
月
29
日
○日　

②
２
月
５
日
○日　

■時
午
前

9
時
（
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
集
合
）

■場
①
同
セ
ン
タ
ー
→
羽
黒
山
→
同
セ
ン
タ
ー　

②
荒
澤
寺
→
羽
黒
山
開
拓
→
同
セ
ン
タ
ー　

■定
各
先
着
25
人　

■費
各
１
、
５
０
０
円　

■持

昼
食
等　

■申
１
月
26
日
○木
ま
で　

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会
等

～
あ
っ
た
か
肉
ま
ん
手
づ
く
り
で
～

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

■日
12
月
10
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■場

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
20
人　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
12
月
７
日
○水
ま
で
鶴

岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１

３
１
へ障

害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　

障
害
の
あ
る
方
の
料
理
教
室

■日
12
月
17
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■場

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

■対
障
害
の
あ
る
方
で
安
全
に
包
丁
が
使
え
る

方
先
着
15
人　

■内
冬
の
あ
っ
た
か
メ
ニ
ュ
ー　

■費
５
０
０
円　

■申
12
月
12
日
○月
ま
で
障
害
者

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
９
４
へ

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　

女
性
セ
ン
タ
ー

▼
男
性
料
理
教
室
「
プ
ロ

に
教
わ
る
こ
の
一
品
～
和

食
」　

■日
来
年
１
月
17
日
○火
午
前
10
時
～
午

後
１
時　

■対
男
性
先
着
16
人　

■師
土
田
常
雄

氏
（
日
本
料
理
専
門
調
理
師
）　

■費
１
、
５

０
０
円

▼
冬
の
運
動
不
足
解
消
！
「
太
極
舞
」（
全

６
回
）　

■日
来
年
１
月
18
日
～
2
月
22
日
の

水
曜
日
午
前
10
時　

■定
先
着
15
人　

■師
五
十

嵐
恵
美
氏
（
Ｊ
Ｗ
Ｉ
太
極
舞
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
12
月
６
日
○火

～
22
日
○木
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

へ
応
急
手
当　
　
　
　
　
　
　

普
通
救
命
講
習

■日
来
年
１
月
22
日
○日
午
前

９
時
30
分　

■場
消
防
本
部

■定
50
人　

■内
心
肺
蘇そ

生
法

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）　

■費
テ
キ

ス
ト
を
希
望
す
る
方
は
２
０
０
円　

■申
12
月

22
日
○木
～
来
年
１
月
18
日
○水
に
消
防
署
警
備

課
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消
防
各
分
署
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
し
き
お
り
絵
詞　

織
物
で
つ
な
ご
う
～
織

物
体
験　

■日
来
年
１
月
28
日
○土
午
後
２
時

■対
中
学
生
以
上　

■師
佐
藤
み
き
氏
（
織
り

工
房
Ｍ
主
宰
）、
渡
辺
綾
氏　

■費
５
０
０
円　

■持
古
布
等　

■他
別
途
材
料
費　

▼
特
別
美
術
講
座
「
日
曜
木
工　

オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
ツ
ー
ル
を
つ
く
ろ
う
！
」　

■日
来
年
１

月
29
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■対
高
校
生
以
上　

■師
桑
原
信
之
氏
（
家
具
製
作
）　

■費
４
、
０

０
０
円　

 

■持
座
面
用
の
布

▼
共
通　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
の
方

先
着
16
人　

■場
・
■申
12
月
４
日
○日
～
来
年
１

月
20
日
○金
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

入
居
時
期
は
来
年
２
月
上
旬 

県
営
住
宅
12
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
1
号
・
３
号
（
Ａ
）、

東
部
３
号
、
末
広
１
号
（
Ｂ
）
…
１
戸　

東

部
１
号
、茅
原
1
号
・
２
号
（
Ｄ
）・
３
号
（
Ａ
）

…
２
戸　

■申
12
月
５
日
○月
～
９
日
○金
に
県
営

住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２

１
０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
12
月
16
日
○金

鶴
岡
准
看
護
学
院 

平
成
28
年
度
学
生
募
集

■
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
者
（
来
年
３
月

卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）　

■
試
験
日　

来

年
１
月
19
日
○木　

■申
12
月
26
日
○月
～
来
年
１

月
12
日
○木
に
同
院
☎
22
‐
６
４
１
３
へ

来
年
１
月
14
日
○土
～
18
日
○水
開
催 

中
央
公
民
館
新
春
文
化
展
作
品
募
集

■
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の

方　

■
募
集
作
品　

１
人
３
点
以
内
。写
真
・

絵
画
・
書
・
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・
ち
ぎ
り

絵
・
陶
芸
・
版
画
・
手
工
芸
等
（
新
春
ら
し

い
作
品
歓
迎
）　

■申
12
月
28
日
○水
～
来
年
１

月
５
日
○木
に
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

「
上
野
甚
作
賞
」 

短
歌
作
品
募
集

■
応
募
資
格　

庄
内
地
方
に
在
住
の
方　

■

応
募
要
領　

作
品
（
テ
ー
マ
は
自
由
。
１

人
１
首
で
未
発
表
の
も
の
）・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
所
定
の
用
紙
に
楷
書
で
記

入　

■
賞　

秀
作
・
佳
作
・
奨
励
賞
を
各
数

首　

■申
来
年
１
月
５
日
○木
ま
で
図
書
館
本
館

☎
25
‐
２
５
２
５
へ

連
合
山
形
・
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
長
時
間
労
働　
　
　

な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

■日
12
月
６
日
○火
・
7
日
○水
午
前
10
時
～
午
後

７
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
１
５

４
‐
０
５
２

定
期
健
康
相
談

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　

■日
12
月
9
日
○金
、

来
年
1
月
13
日
○金
・
27
日
○金　

■対「
眠
れ
な
い

日
が
続
く
」「
気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
出
な

い
」
等
で
お
悩
み
の
方

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
12
月
16
日
○金
、
来

年
１
月
20
日
○金　

■対「
社
会
参
加
で
き
な
い
」

「
部
屋
か
ら
出
て
こ
な
い
」
等
で
お
悩
み
の

方▼
共
通　

■時
午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■場
に

こ
♥

ふ
る　

■定
各
日
２
人　

■申
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４

い
ぶ
に
ん
ぐ
創
業
相
談
会

■日
12
月
12
日
○月
午
後
６
時
～
９
時　

■対
創
業

を
考
え
て
い
る
ま
た
は
創
業
間
も
な
い
方
６

人　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23

‐
２
２
０
０　

■他
HP

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関

す
る
無
料
法
律
相
談

■日
12
月
15
日
○木
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

■場
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か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
融
資
制
度
で
す
。

■
限
度
額　

子
供
一
人
に
つ
き
３
５
０
万
円　

■
金
利　

年
１
・
９
０
％
（
母
子
家
庭
等

の
場
合
１
・
５
０
％
）　

■
返
済
期
間　

15

年
以
内
（
母
子
家
庭
等
の
場
合
18
年
以
内
）　

■問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７

０
‐
０
０
８
５
６
ま
た
は
☎
03
‐
５
３
２

１
‐
８
６
５
６　

■他
HP

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期

限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自

動
車
に
加
入
が
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共

済
に
未
加
入
で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
。

四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
車
検
制

度
の
な
い
２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動

機
付
自
転
車
・
軽
二
輪
自
動
車
）
も
、
有
効

期
限
切
れ
、
掛
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
東
北
運
輸
局
山
形
運
輸
支
局
☎
０
２
３
‐

６
８
６
‐
４
７
１
２　

■他
HP

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問
し
ま
す 

家
計
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

■
実
施
地
区　

日
出
二
丁
目
１
～
15
番
、
伊

勢
原
町
１
・
２
・
８
・
９
番　

■
調
査
時
期　

準
備
調
査
…
12
月　

本
調
査
…
来
年
２
月
か

ら
１
年
間　

■問
山
形
県
統
計
企
画
課
☎
０
２

３
‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

冬
期
間
の
安
全
確
保
と
効
率
的
な
除
雪
作
業
の
た
め 

踏
切
道
車
両
通
行
止
め
を
行
い
ま
す

■
踏
切
名
・
期
間　

鶴
岡
地
域
…
佐
渡
川
、

沢
田
、
観
音
、
古
新
田
（
12
月
６
日
○火
～
来

年
３
月
１
日
○水
）　

藤
島
地
域
…
幕
内
（
12

月
７
日
○水
～
来
年
３
月
２
日
○木
）　

■問  

Ｊ
Ｒ

東
日
本
・
酒
田
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

３
４
‐
22
‐
０
０
８
９

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

▼
藤
沢
周
平
記
念
館　

■日
12
月
27
日
○火
～
来

年
１
月
４
日
○水　

■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

▼
旧
致
道
館
・
大
宝
館　

■日
12
月
28
日
○水
～

来
年
１
月
４
日
○水　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引

庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８

来
年
３
月
・
4
月
入
隊　
　
　

自
衛
官
採
用
試
験

■
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生　

■
試
験
日　

12
月
11
日
○日
・
12
日
○月　

■場
陸
上
自
衛
隊
神

町
駐
屯
地
（
東
根
市
）　

■対
27
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間　

12
月
９
日
○金
ま
で　

■問
自
衛

隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐

０
４
６
６

の
防
止
措
置
の
義
務
付
け　

■問
山
形
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐

８
２
２
８

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」 

義
援
金
に
ご
協
力
を

　

日
本
赤
十
字
社
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
共
同
で
行
っ

て
い
る
国
際
救
援
活
動
で
す
。
世
界
中
で
多

く
の
人
々
が
、
紛
争
や
自
然
災
害
の
た
め
、

困
難
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

12
月
１
日
○木
～
25
日
○日　

■

受
付
窓
口　

本
所
福
祉
課
、
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鶴
岡
支
局　

■
取
次
機

関　

郵
便
局
、
取
扱
い
表
示
の
あ
る
金
融
機

関
、
全
国
の
農
協
・
漁
協　

■問
本
所
福
祉
課

☎
内
線
１
３
８

子
供
の
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
！ 

国
の
教
育
ロ
ー
ン（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

　

高
校
や
大
学
等
へ
の
入
学
や
在
学
中
に
か

庄
内
総
合
支
庁　

■定
先
着
４
人　

■申
12
月
14

日
○水
ま
で
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動

産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
12
月
17
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店

☎
22
‐
３
１
４
７

来
年
１
月
1
日
○日
施
行　
　
　
　
　

改
正
育
児
介
護
休
業
法
・
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

　

仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
雇
用
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

■
主
な
改
正
点　

▽
介
護
休
業
の
分
割
取
得　

▽
有
期
契
約
労
働
者
の
育
児
・
介
護
休
業
取

得
要
件
の
緩
和　

▽
子
供
の
看
護
休
業
の
半

日
単
位
で
の
取
得　

▽
事
業
主
に
対
す
る
妊

娠
・
出
産
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
を
理

由
と
す
る
上
司
・
同
僚
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
等

　

内藤秀因水彩画記念館 特別展
「 のりこ 七宝焼の世界」

■日12月28日○水まで（月曜日・祝日休館）　■時午
前９時～午後６時（土曜・日曜日は午後５時ま
で）　■場同館　■問庄内町立図書館 ☎0234‐43‐
3039　　

●庄内町

広域情報掲示板　

ぐるぐる庄内　

酒田市美術館特別展 
マイメロディ♡キキ＆ララ☆展

■日12月23日○金まで（月曜日休館）　■時午前９時～
午後４時30分　■内初代デザイナーによるキャラ
クター誕生当時のラフスケッチやデザイン画、歴
代のデザイナーたちが手掛けたイラスト原画や
懐かしいグッズを公開　■費入館料　■場・■問同館☎
0234‐31‐0095

●酒田市

■日12月11日○日・18日○日午前10時～午後１時　■定
各日先着20人　■費1,800円（そば粉またはむき
そば４人分のお土産付き）　■持エプロン、タオル　
■場・■申各日３日前までしらい自然館内「鳥海山お
もしろ自然塾推進協議会」事務局☎0234‐72‐
2069へ

●遊佐町 鳥海山おもしろ自然塾
恒例「年越し」そば打ち体験

クリスマスパーティー
in北月山荘

■日12月23日○金午前10時30分～午後４時30分　
■場月の沢温泉北月山荘　■内雪遊び、ツリーの飾り
付け、ケーキのデコレーション等　■費1,500円　
■持ツリーに飾りたいもの等　■申12月19日○月まで
庄内町観光協会☎0235‐42‐2922 へ　■他バス
での送迎あり（要予約）

●庄内町
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

休
日
夜
間
診
療
所
に
つ

い
て

　

広
報
「
つ
る
お
か
」
の
各
種
相
談
窓

口
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
休
日

夜
間
診
療
所
は
ど
の
よ
う
な
所
な
の
で

し
ょ
う
か
。
荘
内
病
院
の
救
急
セ
ン

タ
ー
と
は
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

休
日
・
夜
間
の
急
病
に
対
応
す

る
一
次
救
急
医
療
機
関
で
す

　

か
か
り
つ
け
医
を
受
診
で
き
な
い
休

日
や
夜
間
の
急
病
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
本
市
で
は
、
鶴
岡
地
区
医
師
会
等

の
協
力
を
得
て
、
休
日
夜
間
診
療
所
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
二
次
救
急
医
療
機

関
で
あ
る
荘
内
病
院
の
救
急
セ
ン
タ
ー

は
主
に
手
術
や
入
院
が
必
要
な
重
症
患

者
を
対
象
に
処
置
し
ま
す
が
、
一
次
救

急
医
療
機
関
の
休
日
夜
間
診
療
所
は
軽

症
患
者
を
対
象
に
応
急
診
療
し
ま
す
。

迅
速
で
適
切
な
救
急

医
療
を
行
う
た
め
に

は
、
症
状
に
応
じ
患

者
を
分
担
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

QＡ

117

皆さんからの応援を力に変えて

競泳選手。今年８月に開催されたリオデジャネイロオリン
ピックに日本代表として出場し、男子100ｍ・200ｍ平泳
ぎ、400ｍメドレーリレーで入賞を果たす。希望郷いわて
国体では100ｍ平泳ぎに出場し大会新記録で優勝。４年後
の東京オリンピックでの活躍が注目される選手の１人。リ
オ五輪報告会への出席のため来鶴。鶴岡市出身。

小
こ せ き

関 也
や す ひ ろ

朱篤 さん

パブリックビューイングの様子（８月11日／鶴岡四中）

　人として成長するためには何か夢中になれるもの
があった方がよいという両親の考えで、私は４歳の
ときに水泳を始めました。ですから、物心が付いた
ときには既に泳いでいました。
　水泳の１番の魅力は、大会でベストタイムを更新
できたときの達成感だと思います。その瞬間、積み
重ねてきた練習が実を結んだと実感します。オリン
ピックは４年に１度で、オリンピックに次ぐ大きな
国際大会の世界水泳は２年に１度。目標とする大会
が数年先という場合もありますが、大切なことは
日々の積み重ねです。目標を見据えながら、１日１
日の練習を、「今日も強くなれた」と自分自身が思
えるものにすることを心掛けています。私は、毎日

「よし、今日も頑張ろ
う」と、気合いを入れ
てから練習に行くよう
にしています。
　努力がいつも結果に

結び付くわけではありません。結果が出なくて水泳
を辞めたいと思ったことが何度もあります。そんな
とき私は１人で悩まず、コーチや家族などに相談し、
自分の思いや考えを共有してもらうようにしていま
す。そうすることで、気持ちが落ち着いたり、前向
きに考えることができるようになったりします。周
りの支えや支援があるからこそ水泳に打ち込める、

「自分は水泳をやらせてもらっている」という意識
が強くあります。
　鶴岡の皆さんからは、リオデジャネイロオリンピ
ックに出場するずっと前から、応援してもらってい
ます。心から感謝していますし、少しでも恩返しし
たいという思いが自分を奮い立たせる動機になって
います。だからこそ今回のオリンピックで結果を出
せなかったことは、本当に悔しいです。この悔しさ
をばねに、４年後の東京オリンピックで結果を出せ
るよう頑張っていきたいと思います。これからも応
援よろしくお願いします。　
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■
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う　

　

か
か
り
つ
け
医
と
休
日
夜
間
診
療
所
、

荘
内
病
院
な
ど
の
二
次
救
急
医
療
機
関

は
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
地
域
医
療
を

支
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
存
在
が

か
か
り
つ
け
医
で
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
は
、
現
在
の
病
気
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
健
康
状
態
や

持
病
等
も
把
握
し
て
い
る
の
で
、
日
常

の
健
康
管
理
に
つ
い
て
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
手
術
や
入

院
、
高
度
な
治
療
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
最
も
適
し
た
病
院
や
専
門
医
を
紹
介

し
た
り
、
子
供
や
家
族
の
病
気
に
つ
い

て
相
談
に
乗
っ
た
り
も
し
て
く
れ
ま
す
。

　

健
康
の
こ
と
を
何
で
も
気
軽
に
相
談

で
き
る
医
者
が
い
る
こ

と
は
日
常
の
安
心
に
つ

な
が
り
ま
す
。
頼
も
し

い
健
康
管
理
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
か
か
り
つ

け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　〈
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）〉

▼
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
夜
間
や
休

日
ま
で
我
慢
し
な
い
で
早
目
に
か
か

り
つ
け
医
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

▼
休
日
夜
間
診
療
所
が
行
う
の
は
応

急
診
療
で
す
。
後
日
、
か
か
り
つ
け

医
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
重
症
の
場
合
は
、
救
急
セ
ン
タ

ー
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　12/4 ～ 1/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
12 ．10○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～16：00                 〃
13○火 ９：30 ～11：30 ＪＡ鶴岡本所　

〃 13：30 ～15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター
20○火 ９：00 ～11：00 鶴岡ガス㈱

〃 13：30 ～15：30 荘内病院
28○水 ９：30 ～11：30 市役所本所

〃 13：00 ～15：30           〃

今月の各種相談窓口開設日　12/4 ～ 1/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 13日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 16日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線228 20日○火13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ７日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 20日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 22日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 15日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 16日○金13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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鶴岡市役所
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朝日庁舎
温海庁舎
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〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
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山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
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市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成28年10月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：130,359人
　　 （男：62,191人、女：68,168人）

　世帯数：48,628世帯
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ー
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は

　

こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
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こ
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ら

鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの写真で見る
隔月連載 今 昔

第６回 大鳥地区に繁栄をもたらした 大鳥・大泉鉱山

 

「
飯
が
食
え
な
く
な
っ
た
ら
山
を
掘
れ

―
」
か
つ
て
、
大
鳥
に
は
こ
の
よ
う
な

言
い
伝
え
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
西
大
鳥

の
三
浦
七
郎
左
衛
門
の
祖
先
が
金
鉱
を

掘
り
当
て
た
と
い
う
伝
説
か
ら
、
明
治

十
四
年
に
黄
金
村
の
後
藤
氏
等
が
鉱
脈

を
突
き
止
め
、
大
鳥
の
鉱
山
の
歴
史
は

始
ま
り
ま
し
た
。

　

三
十
八
年
に
は
古
河
鉱
業
㈱
所
有
の

「
大
鳥
鉱
山
」と
し
て
操
業
を
開
始
。
主

に
銅
・
鉛
・
亜
鉛
が
採
掘
さ
れ
、
第
一

次
世
界
大
戦
に
よ
る
銅
価
格
の
高
騰
で
、

鉱
山
は
全
盛
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、

大
正
七
年
一
月
二
十
日
未
明
、
百
五
十

四
人
も
の
命
を
奪
う
大
雪
崩
が
発
生
。

加
え
て
終
戦
に
よ
る
銅
価
格
の
暴
落
に

よ
っ
て
、
十
一
年
に
一
時
閉
山
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
十
五
年
後
の
昭
和
十
二
年
、

大
日
本
鉱
業
㈱
が
鉱
区
を
取
得
。「
大

泉
鉱
山
」
と
し
て
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。

枡
形
地
区
に
採
鉱
場
、
寿
岡
地
区
に
選

鉱
場
が
建
設
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦

や
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
金
属
需
要
の
増
加

で
隆
盛
を
極
め
ま
す
。
三
十
年
代
に
は
、

年
間
五
万
ト
ン
を
超
え
る
出
鉱
量
を
誇

り
ま
し
た
が
、
四
十
年
代
以
降
、
出
鉱

量
の
低
下
や
外
国
産
の
安
い
鉱
石
の
流

入
等
で
経
営
が
悪
化
。
五
十
四
年
に
大

泉
鉱
山
は
閉
山
し
、
約
一
世
紀
に
も
及

ぶ
大
鳥
の
鉱
山
の
灯
は
消
え
ま
し
た
。

　

大
鳥
地
区
繁
栄
の
象
徴
で
あ
っ
た
鉱

山
。
現
在
は
寿
岡
選
鉱
場
跡
に
そ
の
面

影
を
見
る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

朝
日
庁
舎
総
務
企
画
課
☎

　
　
　
　
　

53
‐
２
１
１
１　
　

▲大泉鉱山寿岡選鉱場（昭和30年頃）

▲大鳥鉱山機械場（大正８年）

▲寿岡選鉱場跡遠景

▲寿岡選鉱場跡 ▲鉱山碑の下にある鉱石


